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全 改 変 区 域 内 で の 確 軽 侮 体 数

N o． 稚 佃

体

数

空 港

施 設

予 定 地

航 空

陣 書 灯

予 定 地

V O R ／

D M E

予 定地

小 計

造 成 に よる生 息 個 体 の消 失 に？ い て

1 7 オオタイナ 1 2 0 2

消 失 な し

（移 軌 能 力

が 高 い）

ゴ ル フ場 周 由 の 二 次 林 及 び 耕 作 地 、カタフ タ山及 び タキ 山 周 辺

の 二次 林 及 び 牧 草 地 専 、♯ 川 中流 北 側 河 畔 の 山 地 林 、赤 川 中
流 南側 の 山 地 林 、二 次 林 及 び 牧 草 地 等 で 13個 体 が 耗 徹 され た．

このうち、改 変 区 域 内 で は 、空 港 施 政 予 定 地 の ゴル フ港 周 辺 の

二 次 林 で2個 体 が確 罷 され た が 、移 動 能 力 が 高 く、改 変 区 齢 こ近
壊 す るゴル フ 蓉 残 地 及 び 改 変 区域 周 辺 に移 動 可 能 な樹 林 地 が

存 在 す るた め 、造 成 に よる消 失 は ない もの と考 え られ る。また 、改

変 区域 外 のゴ ル フ場 周 辺 の 二 次 林 及 び 耕 作 地 、カ タフタ山 及 び

タキ 山周 辺 の 二 次 林 及 び 牧 草 地 等 、l 川 中流 北 側 河 畔 の 山 地
林 、丘 川 中流 南 側 の 山 地 林 、二 次 林 及 び 牧 草 地 等 で確 認 され た

11個 体 につ い ても 、達 成 による消 臭 はない 。

18 リュウキュウヒタイナ 11 2 l 0 2

消 失 なし

（移 動 能 力

が 高 い ）

ゴル フ場 周 辺 の 二 次 林 、水 岳 、カ タフ タ山及 び キツヌ ンダスタ周

辺 の 二 次 林 、耕 作 地 、牧 草 地 及 び 湿 地 等 、赤 川 中 流 北 側 河 畔 の
山地 林 で 1 1個 体 が 確 促 され た。この うち 、改 変 区 域 内 で は 、空 港

施 役 予 定 地 のゴル フ巷 周 辺 の 二 次 林 で 2個 体 が確 乾 され た が 、

移 勒 能 力 が 高 く、改 変 区 域 に 近 接 す るゴル フ敏 捷 地 及 び 改 変 区

域 周 辺 に移 動 可 能 な 樹 林 地 が 存 在 す るた め 、達 成 に よる消 失 は

ない もの と考 え られ る。また 、改 変 区 域 外 の ゴル フ場 周 辺 の 二 次

林 、水 岳 、カ タフ タ山 及 び キ ツヌングスク周 辺 の 二 次 林 、耕 作 地 、

牧 草 地 及 び 湿 地 等 、轟 川 中 流 北 側 河 畔 の 山地 林 で 確 落 され た 9

個 体 につ い ても、達 成 に よる消 失 は ない ．

19 ツルタイナ 1 0 0 0 消 失 なし 衣 川 上 流 周 辺 の 水 田 で 1個 体 が確 艶 され た が 、改 変 区域 に は 含

まれ て いな い ことか ら、達 成 による消 失 はな い 。

20 シロチM 2 07

2 巣
0 ○ 消 失 なし

通 路川 河 口～ 白 保 集 落 甫 側 の 海 岸 及 び 沖 合 一 帯 、そ の 上 垂 、

井川 上 流 周 辺 の 水 田 で2 0 7個 体 及 び 2巣 が確 認 され が 、改 変 区

域 に は含 まれ て い な い ことか ら、造 成 に よる消 失 は な い。

2 1 セイタ如 ヰ● i 0 6

消 央 な し

（移 動 能 力

が 高 い）

国謙 39 0号 近 くの 水 田 及 び タキ 山北 側 の湿 地 で 8個 体 が 柵 され

た．この うち 、改 変 区域 内 で は 、空 港 施 設 予 定 地 の 国 道 3 90 号 近

くの 水 田 で6個 体 が 確 落 され たが 、飛 翔 に よる移 動 能 力 が 高 く、改
変 区域 周 辺 に 移 動 可 能 な水 田 が 存 在 す るため 、造 成 に よる消 失 、

はな いものと考 え られ る．また 、改 変 区域 外 のタキ 山 北 例 の湿 地 ．

で確 乾 され た 2個 体 に つ い ても、達 成 による消 失 は な い。

2 2 ツハ◆メチド† 2 0 ○ 消 失 な し

ゴル フ着 周 辺 の 牧 草 地 、井 川 上 流 周 辺 の水 田 の 上 空 、水 岳 北 傭

の耕 作 地 、赤 川 中 流 南 側 の耕 作 地 上 空 で 20個 体 が 確 常 され た
が、改 変 区 域 に は含 まれ て い ない ことか ら、造 成 による消 失 はな

い。

2 3 オオアゾサシ l 0 0 0 消 失 な し
採 石 券 の沖 合 上 空 で 1個 体 が 確 落 され たが 、改 変 区 域 に は 含 ま

れ て いな いことか ら、造 成 に よる消 失 はな い．

24 エ，グロアブサシ 49
1巣 l ○ 0 消 失 な し

軋 11河 口北側 の l 島 、通 路 川 河 口 ー 白 保集 落 東 側 の 沖 合 及 び

そ の 上 空 で4 9個 体 及 び 1臭 が確 認 され が 、改 変 区域 に は含 まれ

て いな いことか ら、達 成 に よる消 失 はな い．

25 コアゾサシ 130
4巣 0 l ○ 消 央 な し

白保 集 落 内 の 砂 置 き場 、カラ岳 東 側 一 白 保 集 落 南 側 の 沖 合 及

そ の上 空で 130 個 体 及 び 4巣 が 確 罷 され たが 、改 変 区 域 に は ・i ま
れ て いな いことか ら、造 成 に よる消 失 はな い．

2 6 キンハ●ト 77 3

5
（うち飛
翔 僻体

1）

0
8

（うち飛 翔

個 体 1）

消 失 な し

（移 動 能 力

が 高 い ）

ゴル フ着 用 辺 及 び カ ラ岳 東 側 の 二 次 林 、水 岳 山 頂 部 一 北 東 側 斜

面 、カタフタ山 山 】京都 、北 東 側 林 綾 部 、南 側 林 綾 部 及 び そ の 周

辺 の二 次 林 、良 川 中 流 北 側 河 畔 の 山 地 林 、赤 川 中 流 南 側 の 山

地 林 等 で 77個 体 が 確 罷 され た。このうち、改 変 区域 内 で は 、空 港

施 設 予 定 地 の ゴル フ 蓉 周 辺 及 び カ ラ岳 東 側 の 二 次 林 で 3個 体 、

また 、航 空 陣 専 灯 予 定 地 の 水 岳 山頂 部 で4個 体 が確 落 され た が 、

飛 き利 こよる移 動 能 力 が 高 く、改 変 区 域 に近 接 す るゴル フ場 残 地

及 び 改 変 区 域 周 辺 に 移 動 可 能 な 樹 林 地 が 存 在 す るため 、達 成

による消 失 は な い もの と考 えられ る。な お 、改変 区 域 内 の 水 鳥 上

空で 確 零 され た 1個 体 に つ い て は 、飛 翔 個 体 で あるた め 、造 成 に

よる消 失 はな い 。また 、改 変 区 域 外 の カラ岳 東 側 の 二 次 林 、水 岳

山頂 部 ～ 北 東 側 斜 面 、カ タフタ山 山 頂 部 、北 東 側 林 簸 部 、南 側

林 縁 部 及 び そ の周 辺 の 二 次 林 、轟 川 中 流 北 側 河 畔 の 山 地 林 、

女 川 中流 南側 の 山 地 林 等 で権 限 され た餌 個 体 につ い ても、達 成

による消 失 はな い ．


